
◇
町
財
政
に
つ
い
て

（
１
）
平
成
31
年
度
予
算
編
成

で
、
新
た
な
財
源
確
保
は
検
討

し
た
か
。（
２
）
重
要
課
題
と
し
て
、

人
口
増
加
と
世
帯
増
の
具
体
的
な
取

組
み
は
あ
る
か
。（
３
）
沖
縄
振
興
費

市
町
村
向
け
新
制
度
は
、
沖
縄
県
を
通

さ
ず
直
接
市
町
村
向
け
に
創
設
さ
れ

た
補
助
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
を
活

用
す
る
考
え
は
。

　

総
務
部
長　
（
１
）
常
に
検
討
し
て

い
る
が
、
特
効
薬
が
な
い
。
ふ
る
さ
と

納
税
や
土
地
利
用
の
見
直
し
、
ご
み
処

理
手
数
料
の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

（
２
）
平
成
27
年
度
策
定
し
た
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
２
０
６
０
年
に
人
口

３
万
９
，
０
０
０
人
を
目
指
す
。（
３
）

市
町
村
と
民
間
企
業
が
活
用
で
き
る

補
助
金
に
分
か
れ
て
い
る
。
本
町
で
は

２
割
負
担
が
厳
し
い
。

◇
保
育
士
不
足
・
待
機
児
童
は

（
１
）
今
年
度
10
月
か
ら
の
幼

児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
伴

い
、
待
機
児
童
の
増
加
で
不
安
が
あ

る
が
現
在
（
ア
）
０
歳
か
ら
２
歳
児
の

待
機
児
童
数
。（
イ
）
３
歳
か
ら
５
歳

児
の
待
機
児
童
数
。（
２
）
３
月
定
例

会
で
は
公
立
１
園
、
認
可
園
６
園
で
合

計
１
７
名
の
保
育
士
不
足
と
の
こ
と
。

（
ア
）
不
足
補
充
は
。（
イ
）
新
た
な

待
遇
改
善
は
。（
ウ
）
沖
縄
キ
リ
ス
ト

教
学
院
大
学
と
の
連
携
事
業
は
。（
エ
）

平
成
31
年
度
保
育
士
不
足
に
よ
る
、
定

員
割
れ
は
70
人
程
度
に
な
る
と
の
こ

と
。
現
在
の
定
員
割
れ
は
。

　

福
祉
部
長　
（
１
）（
ア
）
31
年
度

待
機
児
童
数
０
歳
か
ら
２
歳
児
は
39

人
、（
イ
）
３
歳
か
ら
５
歳
児
は
29
人
。

（
２
）（
ア
）
平
成
31
年
度
４
月
１
日
現

在
の
保
育
士
不
足
は
７
施
設
で
計
25

人
。（
イ
）
保
育
士
不
足
解
消
と
し
て
、

今
年
度
も
積
極
的
に
正
規
雇
用
化
を

進
め
保
育
士
の
待
遇
改
善
を
図
っ
て

い
き
た
い
。（
ウ
）
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教

学
院
大
学
と
の
連
携
事
業
は
改
善
に

至
っ
て
い
な
い
。（
エ
）
31
年
４
月
１

日
現
在
で
保
育
士
25
人
の
不
足
に
伴

い
、
88
人
の
定
員
割
れ
が
生
じ
る
。

◇
道
路
行
政
に
つ
い
て

県
道
浦
添
西
原
線
の
進
捗
状
況

は
。

　

建
設
部
長　

坂
田
交
差
点
よ
り
サ

ン
エ
ー
西
原
店
横
ま
で
、
事
業
ベ
ー
ス

28
％
、
工
事
０
％
、
用
地
補
償
費
67
％
。

◇
安
心
・
安
全
に
つ
い
て

水
は
命
の
源
で
あ
り
、
健
康
の

源
で
あ
る
。
人
体
に
有
害
な
影

響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
（※

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
が

嘉
手
納
町
・
北
谷
町
・
宜
野
湾
市
に
お

い
て
高
濃
度
で
検
出
さ
れ
た
。
３
市
町

の
取
水
源
は
米
軍
基
地
と
隣
接
し
た

地
域
で
あ
り
環
境
を
考
慮
し
な
い
米

軍
の
施
設
運
用
に
問
題
が
あ
る
。
ア
．

◇
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
が
困

難
と
な
っ
た
場
合
、
那
覇
広
域

都
市
計
画
区
域
か
ら
の
離
脱
を
検
討

す
る
の
か
伺
う
。

　

町
長　

私
は
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

建
設
が
頓
挫
す
る
事
は
全
く
想
定
し

て
い
な
い
。
那
覇
広
域
都
市
計
画
区
域

は
、
那
覇
市
を
中
心
に
し
た
広
域
計
画

で
、
東
海
岸
は
し
わ
寄
せ
を
受
け
て
い

◇
小
波
津
川
の
整
備
に
つ
い
て

小
波
津
川
の
完
成
時
期
と
、
県

へ
早
期
整
備
要
請
活
動
は
。

　

建
設
部
長　

小
波
津
川
整
備
の
用

地
は
全
て
取
得
済
み
で
あ
り
、
令
和
４

年
度
に
整
備
完
了
予
定
で
あ
る
。
整
備

も
計
画
ど
お
り
進
ん
で
お
り
、
要
請
活

動
は
考
え
て
い
な
い
。

西
原
町
は
基
準
値
の
調
査
を
行
っ
て

い
る
の
か
。
イ
．
西
原
町
の
水
道
水
の

取
水
は
ど
の
よ
う
な
経
路
か
。

　

建
設
部
長　

ア
に
つ
い
て
。
県
企
業

局
に
よ
り
２
０
１
４
年
度
か
ら
毎
年

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
西
原
町
に
供

給
さ
れ
て
い
る
２
つ
の
浄
水
場
（
西
原

浄
水
場
・
石
川
浄
水
場
）
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
値
は
１
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
２※

ナ
ノ
グ
ラ
ム
以
下
の
低
い
値
で

推
移
し
て
い
る
。
イ
に
つ
い
て
。
西
原

浄
水
系
は
、
国
頭
村
・
東
村
・
大
宜
味

村
に
あ
る
ダ
ム
が
水
源
で
、
町
の
西
側

区
域
に
供
給
。
石
川
浄
水
系
は
、
国
頭

村
・
東
村
・
大
宜
味
村
・
宜
野
座
村
・

金
武
町
・
う
る
ま
市
に
あ
る
ダ
ム
が
水

源
で
、
町
の
東
側
区
域
に
供
給
さ
れ
て

い
る
。

る
と
の
思
い
が
あ
る
。
県
で
は
那
覇
広

域
都
市
計
画
区
域
を
含
む
南
部
都
市

圏
の
線
引
き
制
度
の
検
討
を
平
成
30

年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

那
覇
広
域
に
残
っ
た
方
が
い
い
の

か
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
見
極

め
な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た
い
。

◇
文
科
省
方
針
に
逆
行
す
る

図
書
費
半
減
、
新
聞
購
読

の
廃
止

文
科
省
は
29
年
か
ら
学
校
図

書
館
整
備
等
５
カ
年
計
画
に
よ

り
、
学
校
図
書
館
の
充
実
の
た
め
、
交

付
額
を
倍
増
し
、
新
学
習
指
導
要
領
で

は
学
校
図
書
館
を
重
要
な
施
設
と
し

て
活
用
す
る
よ
う
推
進
。
な
ぜ
図
書
費

を
半
減
す
る
の
か
。

　

教
育
長　

財
政
状
況
が
厳
し
く
や

む
を
得
ず
半
減
し
た
が
、
年
度
中
に
何

ら
か
の
措
置
を
検
討
中
。
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

教
育
長
は
卒
業
式
告
辞
に
て
社

会
を
知
る
た
め
に
新
聞
を
読
む

こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
文
科
省
も
学
校

図
書
館
整
備
等
５
カ
年
計
画
に
て
新

聞
配
置
を
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
し
か

し
本
町
で
は
学
校
の
新
聞
購
読
を
廃

止
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　

教
育
長　

新
聞
に
つ
い
て
も
、
年
度

中
に
何
ら
か
の
措
置
を
検
討
す
る
。

◇
学
童
保
育
の
支
援

　
ど
の
子
に
も
放
課
後
保
障
を

昨
年
度
、
公
的
保
育
（
認
可
保

育
園
・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
）

の
５
歳
児
人
数
と
今
年
度
に
学
童
保
育

利
用
中
の
小
学
校
１
年
生
の
人
数
は
。

　

福
祉
部
長　

昨
年
度
の
公
的
保
育

の
５
歳
児
人
数
は
合
計
２
９
３
名
。
今

年
度
５
月
現
在
の
小
学
１
年
生
の
学

童
利
用
人
数
は
１
７
８
名
。

こ
の
差
１
１
５
名
は
潜
在
的
待

機
学
童
だ
と
思
う
が
実
情
は
。

　

こ
ど
も
課
長　

調
査
は
し
て
い
な

い
が
、
児
童
館
、
自
治
会
の
居
場
所
等

で
過
ご
し
て
い
る
か
と
思
う
。

民
設
民
営
で
苦
し
い
経
営
で
町

補
助
が
少
な
い
中
、
子
ど
も
に

し
わ
寄
せ
が
い
く
の
は
困
る
。
密
な
意

見
交
換
を
や
っ
て
ほ
し
い
。

　

福
祉
部
長　

今
の
財
政
状
況
の
中

で
可
能
な
限
り
、
ど
う
補
助
を
広
げ
て

い
く
の
か
考
え
た
い
。

◇
イ
ジ
メ
、
虐
待
、
体
罰
の
防
止
を

学
校
教
育
法
で
懲
戒
は
認
め
ら

れ
、
体
罰
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

本
町
で
体
罰
事
案
は
あ
る
か
。

　

教
育
部
長　

懲
戒
と
し
て
叱
咤
、
説

論
、
保
護
者
相
談
、
放
課
後
の
罰
当
番
、

日
記
指
導
な
ど
。
体
罰
事
案
の
報
告
は

あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
で
の
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
い
じ
め
だ
け
で
な
く
、
虐

待
や
体
罰
、
部
活
動
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
や

暴
力
等
も
発
見
で
き
る
内
容
に
す
べ

き
。
抑
止
力
に
も
な
る
の
で
実
施
を
お

願
い
し
た
い
。

問問

問

伊
いじゅ
集　悟

さとる
　議員

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
小
中
学
校
の
部
活
動
の
課
題

○
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

○
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
成
果
と
課
題

上
うえざと
里 善

よしきよ
清　議員

問

問

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

○
歴
史
遺
産
・
文
化
伝
統
芸
能
に
つ
い
て

宮
みやざと
里 芳

よしお
男　議員

問

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
県
道
那
覇
北
中
城
線
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

○
坂
田
交
差
点
（
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
）

付
近
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問

問問

問

問問

提
案

【
ひ
と
く
ち
メ
モ
】

○
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
（
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
）、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
ペ

ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
）は
、い
ず
れ
も
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
一
種
。

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
人
の
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
ま
だ
研
究
段

階
で
、
発
が
ん
性
や
人
へ
の
毒
性
に
つ
い
て
は
ま
だ
結
論
が
得
ら
れ
て

い
な
い
が
、
環
境
中
で
ほ
と
ん
ど
分
解
し
な
い
こ
と
、
生
物
中
に
蓄
積

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、『
残
留
性
有
機
汚
染
物

質
に
関
す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
条
約
）』
の
付
属
書
Ｂ

（
制
限
）
に
記
載
さ
れ
、
国
際
的
に
製
造
・
使
用
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

○
ナ
ノ
グ
ラ
ム
（ng

）・
・
・
10
億
分
の
１
ｇ
（
グ
ラ
ム
）
の
こ
と
。

3 2

一
般
質
問

一
般
質
問

・ 

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

・ 

各
議
員
の
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の一般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

・ 

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

・ 

各
議
員
の
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の一般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


